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１ 芦別市教育大綱の位置付け 

   芦別市教育大綱（以下「大綱」という。）は、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」第 1 条の３に基づき、本市の教育行政を推進するための基本方針と

なるもので、「第 5 次芦別市総合計画」の教育・文化の基本目標である「健やか

で心豊かに学べるまち」をもとに定めるものです。 

    

２ 大綱の実施期間 

   大綱の実施期間は、平成 27 年度から平成 30 年度の 4 年間としますが、社会

情勢等の動向等を踏まえ、適宜改定するものとします。 
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第 5 次芦別市総合計画        
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推進計画 
       

芦別市教育大綱        

 

３ 大綱の基本目標 

○ 教育・文化の基本目標 ： 健やかで心豊かに学べるまち 

（第５次芦別市総合計画） 

 

 ⑴ 生涯学習 

● 重点目標：生涯にわたって学習と活動ができるまちづくり 

  【重点目標達成に向けた方向性】 

① 社会教育 

生涯を通じてだれもが学び、参加でき、それぞれのニーズに合った学習活動が行

える社会教育の充実を図ります。  

また、市民の自発的・自主的な学習活動を支援します。 

  ② 家庭教育 

家庭教育の必要性について周知するとともに、家庭教育に関する情報提供や学習

機会の充実を図り、家庭の教育力向上に努めます。 

  ③ 青少年 

人と人とのつながりや地域の連帯感を育み、学校・家庭・地域・関係団体などと

の連携により、青少年の健全育成と非行の防止に取り組みます。  
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  ④ 芸術文化 

地域に根ざした芸術文化を支援するとともに、市民が文化的活動に触れる機会や

体験する機会を提供し、地域の芸術文化活動の活発化を図ります。 

  ⑤ 文化財 

無形文化財「芦別獅子」をはじめ、本市指定文化財の保存に努め、新たな地  

域資源の掘り起こしを推進します。  

また、郷土を市民に知ってもらうため、地域を題材とした講演会などの学習 

機会を提供します。  

 

⑵ 学校教育 

● 重点目標：地域に根ざした学校教育を進めるまちづくり 

  【重点目標達成に向けた方向性】 

① 幼児教育 

今後の園児数の推移を踏まえながら、保護者に対する就園支援を実施するととも

に、幼児教育環境の整備と学校法人の健全な発展を促進します｡  

また、幼稚園と家庭、地域との連携を支援するほか、保育所、小学校との情報交

換や共同研究を進める機会として、関係者による研修などの実施体制の確立に努め

ます。 

  ② 小中学校教育 

児童・生徒数の推移を踏まえながら、学校の適正配置や規模の適正化を推進する

とともに、学校施設を適切に維持補修し、安全・安心な学校施設の整備に努めます。  

学校においては、創意ある教育課程の編成・実施とティームティーチングなどに

よる少人数指導や習熟度別指導を取り入れた指導方法の充実改善を図るほか、家庭

における学習の習慣化を図り、児童・生徒の学力の向上に努めます。  

また、学習障がい児などに対する特別支援教育を充実します。  

さらに、学校運営に関する評価活動を実施し、その結果を保護者や地域住民に公

表しつつ、改善を図ることにより、開かれた学校づくりを進め、家庭や地域と連携

した学校運営に努めるとともに、町内会など地域と連携した児童生徒の安全確保活

動に取り組みます｡  

いじめ・不登校問題については、学校･家庭と連携した指導体制の充実を図ります｡  

学校給食は、設備の計画的な更新や喫食時間に対する配送時間の短縮化を進め、安

全・安心で楽しい給食の提供に努めるとともに、学校給食を生きた教材として活用

し、栄養教諭を中心に食育を図ります。  

 

  ③ 高等学校教育 

道立芦別高等学校については、間口の維持と学校施設の整備、教育内容の充実を

関係機関に要請します。  

私立の星槎国際高等学校については、生徒募集を支援するほか、学校法人の健全

な発展を促進します。  
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  ④ 専門学校・大学による高等教育 

専門学校・大学と地域の連携を深め、特色ある教育活動を道内外に広く周知する

とともに、保護者の学資負担の軽減を図り、学生の確保を支援し、学校法人の健全

な発展を促進します。  

 

⑶ スポーツ 

● 重点目標：気軽に親しめるまちづくり 

  【重点目標達成に向けた方向性】 

① スポーツ 

なまこ山総合運動公園施設やＢ＆Ｇ海洋センタープールを拠点として、さまざま

なスポーツの機会を提供するとともに、健康都市宣言に則した各種事業やスポーツ

教室を通して、市民の健康づくり意識の啓発とスポーツ愛好者の拡充を図ります。  

特に、子どもの体力向上を図るために各種スポーツ教室の充実やスポーツ少年団

活動などを支援するほか、幅広い年代の方が気軽に楽しむことができるスポーツの

情報提供や教室を開催するなど、「だれもが、いつでも、どこでも、いつまでもスポ

ーツに親しめる」機会を提供するように努めます。 

  ② スポーツ合宿 

充実した合宿環境を提供していくことで、利用者からの信頼と満足度を高め、継

続利用の確保に努めます。  

体育関係団体や民間宿泊施設と連携を図りながら、新規の合宿・大会などの誘致

活動を積極的に展開し、合宿の里事業の拡充を図るとともに、合宿の里推進協議会

の活動促進や歓迎看板などによる周知・宣伝活動によって、多くの市民の理解と協

力を求めていきます。  

 

⑷ 国際交流 

● 重点目標：多彩な国際交流を進めるまちづくり 

  【重点目標達成に向けた方向性】 

① 国際交流 

本市の姉妹都市シャーロットタウン市をはじめとする海外の国や地域との交流に

ついては、芦別市国際交流協会や関係団体、企業などとの連携を図りながら交流を

深めていきます。  

また、異なる習慣や文化を理解し、国際社会に対応できる人材や団体の育成を進

めるとともに、市民が主体となって一人ひとりが国際交流に参加できる環境を整備

します。  

 


